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単位 計算数量 設計数量 摘要

現場～小見川浄化センター
L=1.4km

重機組立ヤード
+土砂仮置きヤード
土砂仮置きヤード

共通仮設 共通仮設費 運搬費 仮設材運搬費 t 56 56

汚濁防止工 汚濁防止フェンス（引継ぎ） m

446

21 21交通管理工 交通誘導警備員 人

敷鉄板（新規） m3 325 325

作業船運転工 土運搬船運転（引継ぎ）

数量計算総括表

河道掘削
(河川)

浚渫工
（バックホウ浚渫船）

浚渫船運転工
バックホウ浚渫船運転
（引継ぎ）

m3 3,156 3,200

引船兼揚錨船（引継ぎ）

3,200浚渫土処理工 積込(ルーズ)浚渫土運搬工

整地

工事用道路工仮設工 敷鉄板（引継ぎ）

軟弱土運搬 m3

m3

3,156 3,160

3,156

3,2003,156

m3

日 21 21

日 21 21

100

m3 446

100
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レベル 3(種別 )

レベル 4(細別 )

【浚渫船運転工】

バックホウ浚渫船運転
D0.6 汚濁防止枠：
無

V= 浚渫工計算書 = 3155.8 m3 3156

α=1.0
（N値：10未満）

浚渫能力 Q = 45.5q ×α×E

E=0.82
（平均土厚1ｍ以下） 45.5×0.6×1.0×0.82 = 22.4 m3/h

7時間( 1日当りの浚渫
船の運転時間)

浚渫船
運転日数

3155.8 ÷ (22.4 × 7) = 21 日

【作業船運転工】

土運搬船運転 密閉式 30m3積 日 21

引船兼揚錨船 D100PS型 日 21

【 揚 土 工 】

浚渫土揚土
365m3以下（山積1.4m³
/平1.0m³） N= 1日当り　22.4m3 < 365m3 = 1 台

21 × 1 = 21.0 日 21

【浚渫土運搬工】

積込(ルーズ) V= 浚渫工より = 3155.8 m3 3156

軟弱土運搬
現場～小見川浄化
センターL=1.4km

V= 浚渫工より = 3155.8 m3 3156

整地 残土受入れ地での処理 同上 = 3155.8 m3 3156

浚渫工数量計算書

レベル5(規格)
/数量区分

計        算        式 単位 数量
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断面積 平均 体積 断面積 平均 体積 断面積 平均 体積

No.80 + 75.000 0.000 - - - 65.9 65.9

No.80 + 50.000 25.000 - - - 62.2 64.06 1601.5 62.2 64.06 1601.5

No.80 + 25.000 25.000 - - - 62.1 62.17 1554.3 62.1 62.17 1554.3

50.000 0.0 3155.8 3155.8

測点 単距離

バックホウ浚渫船運転
浚渫堆積合計

合計

河床等掘削

D0.6 汚濁防止枠：無

浚渫工計算書
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レベル 3(種別 )

レベル 4(細別 )

【工事用道路工】

敷 鉄 板
1524×6096×22,1.604t/枚
（引継）

組立ヤード
「くろべ運動公園・集いの広場」
（引継ぎ） 34 枚

計 34 枚

A= 34×1.524×6.096 = 315.9 m2 316

= 54.5 t 55

1524×6096×22,1.604t/枚
（引継14枚・新規35枚）

土砂仮置き
ヤ ー ド

「小見川浄化センター」（引継ぎ） 14 枚

A= 14×1.524×6.096 = 130.1 m2 130

= 22.5 t 22

「小見川浄化センター」（新規） 35 枚

A= 35×1.524×6.096 = 325.2 m2 325

= 56.1 t 56

（引継ぎ） 合計 m2 446

t 77

（新規） 合計 m2 325

t 56

【汚濁防止工】

汚濁防止フェンス
設置 丈長=1ｍ×20
アンカー有　（引継） 断面図より ｍ 100

汚濁防止フェンス運搬 6.5kg/m×100m÷1,000 = 0.65 t 0.65

仮設工数量計算書

レベル5(規格) 計        算        式 単位 数量
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